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表紙写真・イラスト等募集しています表紙写真・イラスト等募集しています
　詳細は角田市ウェブサイト内「かくだ市議会
だより表紙写真・イラスト募集」をご覧ください。

　高蔵寺ホタルまつりが開催される高倉川上流の入の坊滝へ、新
緑の時期に里山の花を見ながら楽しんでみました。

《撮影》角田市高倉　大沼　義治　さん
撮影日：2023年４月11日　　場　所：高倉川上流

【今号の表紙】『入の坊滝』



概要・常任委員会・質疑

４
月
開
校
の
金
津
小
学
校
に

は
プ
ー
ル
が
な
い
。
基
金
を

活
用
し
て
プ
ー
ル
を
設
置
す
る
計

画
は
あ
る
か
。

屋
内
温
水
プ
ー
ル
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
熱
中
症

の
問
題
や
気
温
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
な
く
、
授
業
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
設
置
す
る
計

画
は
な
い
。

問

角
田
中
学
校
校
舎
と
北
角
田

中
学
校
屋
内
運
動
場
の
建
て

替
え
、
角
田
小
学
校
校
舎
の
長
寿

命
化
改
修
の
事
業
に
必
要
と
な
る

一
般
財
源
の
額
は
。

今
後
、
大
き
く
変
動
す
る
場

合
も
あ
る
が
、
３
校
で
25
億

円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

奨
学
金
の
新
規
貸
付
予
定
者

14
人
に
対
し
、
４
人
の
実
績

と
な
っ
た
理
由
は
。

新
規
に
医
学
部
学
生
１
人
、

大
学
生
10
人
、
高
校
生
３
人

を
見
込
ん
で
い
た
が
、
大
学
生
２

人
、
高
校
生
２
人
の
実
績
と
な
っ

た
。
①
対
象
と
な
る
学
生
が
減
少

し
て
い
る
、
②
奨
学
金
は
本
市
以

外
の
選
択
肢
も
あ
る
、
③
貸
付
条

件
に
よ
り
無
償
化
の
奨
学
金
制
度

が
あ
る
、
④
本
市
の
奨
学
金
制
度

は
将
来
返
還
が
必
要
と
な
る
等
の

理
由
に
よ
り
、
利
用
者
が
減
少
し

た
と
推
察
す
る
。

定
数
が
45
人
か
ら
36
人
に
減

少
し
た
背
景
を
問
う
。

学
校
の
統
廃
合
に
よ
り
通
学

路
が
変
更
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
行
等
）
と
な
り
、
街
頭
指
導

箇
所
も
変
更
と
な
っ
た
こ
と
や
、

公
的
行
事
で
の
出
勤
人
数
の
再
検

討
を
行
い
、
適
正
な
定
数
に
見
直

し
た
た
め
で
あ
る
。

詳
細
内
容
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
る
。

問

問

問

問

答

答

答

答

総
務
産
業
常
任
委
員
会
で
の 

質
疑

議会案・会派代表質問

議案
第10号

議案
第３号

角
田
市
学
校
施
設
整
備
基
金
条
例
の
制
定

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
15
号
）

２月定例会
第420回

　第420回定例会は２月17
日から３月15日までの27日
間の会期で開かれました。
　市長から提案のあった条例
の制定、新年度予算などの議
案36件を審議し、原案のと
おり可決・承認し、人権擁護
委員の候補者の推薦に係る諮
問１件を適任と答申しました。
　一般質問では、13人の議
員が市政全般にわたり論戦を
繰り広げ、施政方針に対する
会派代表質問も行われました。
　最終日には議員提出議案が
２件提出され、原案のとおり
可決されました。

　
児
童
生
徒
の
急
激
な
減
少
と
、
学
校

施
設
の
老
朽
化
に
鑑
み
、
建
て
替
え
や

長
寿
命
化
を
図
る
財
源
と
し
て
、
計
画

的
に
事
業
を
進
推
す
る
た
め
、
条
例
を

制
定
す
る
も
の
。

▲角田中学校校舎

基
金 

と
は
、
条
例
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
る
も
の
で
、
①
特
定
目
的

の
た
め
に
財
産
を
維
持
し
資
金
を
積
み
立
て
る
た
め
の
基
金
②
定
額

の
資
金
を
運
用
す
る
た
め
の
基
金
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
う
ち
①

は
、
財
政
調
整
基
金
・
減
債
基
金
・
特
定
目
的
基
金
（
学
校
施
設
整

備
基
金
ほ
か
複
数
あ
り
）
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

東
根
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任

《
新
任
》　
佐　
藤　
俊　
昭

《
新
任
》　
鈴　
木　
俊　
信

《
再
任
》　
舘　
内　
好　
広

《
再
任
》　
長
谷
川　
憲　
夫

《
再
任
》　
庄　
司　
久　
男

《
新
任
》　
渡　
邊　
菊　
男

《
新
任
》　
齋　
藤　
誠　
一

任
期　
令
和
５
年
４
月
１
日
～

（
４
年
間
）

財
産
区 

と
は
、
市
町
村
の
一

部
地
域
（
市
民
）
で
山
林
な
ど

の
財
産
や
公
の
施
設
の
管
理
・

処
分
を
行
う
特
別
地
方
公
共
団

体
の
こ
と
で
す
。
財
産
区
議
会

（
議
決
権
）
と
財
産
区
管
理
会

（
同
意
権
）
の
運
営
形
態
が
あ

り
、
本
市
は
条
例
に
基
づ
き
後

者
の
形
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

《
再
任
》　
今　
野　
林
一
郎

任
期　
令
和
５
年
７
月
１
日
～

（
３
年
間
）

皆
さ
ん
か
ら
の
陳
情

▼
普
天
間
基
地
周
辺
の
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
空
・
水
・
土

の
安
全
の
保
障
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

コ
ド
ソ
ラ

代
表　
与
那
城　
千
恵
美

議会案
第１号

議会案
第２号

角
田
市
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例
の
制
定

国
の
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出

奨
学
費（
角
田
市
育
英
会
奨
学
金
事
業
）

公
園
整
備
費

議案
第21号

角
田
市
交
通
安
全
指
導

員
条
例
の
一
部
改
正

岡
駅
前
公
園
に
高
さ
約
１

メ
ー
ト
ル
の
盛
土
（
約
５
，

３
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
相
当
）
工

事
を
す
る
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
等
の

運
搬
経
路
を
地
元
住
民
と
調
整
し

た
と
こ
ろ
、
土
砂
を
仮
置
き
場
で

積
み
替
え
て
搬
入
す
る
こ
と
と

な
っ
た
た
め
の
補
正
で
あ
る
。

答

　
改
正
個
人
情
報
保
護
法
の
施
行

（
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
）
に

伴
い
、
地
方
公
共
団
体
の
個
人
情

報
保
護
制
度
は
全
国
的
な
統
一

ル
ー
ル
に
一
本
化
さ
れ
、
法
が
直

接
適
用
と
な
る
一
方
、
地
方
議
会

は
国
会
や
裁
判
所
と
同
様
に
法
の

適
用
除
外
と
な
り
ま
す
。

　
本
市
議
会
で
保
有
す
る
個
人
情

報
に
つ
い
て
、
適
正
な
取
扱
い
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
執
行
機
関

と
の
取
扱
い
に
差
異
が
生
じ
な
い

よ
う
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

※�

執
行
機
関
は
第
４
１
９
回
（
令

和
４
年
12
月
）
定
例
会
で
「
角

田
市
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
法
律
施
行
条
例
」
を
提
案
し

議
決
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
内
容
】

・�

議
会
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の

取
扱
い
に
つ
い
て
必
要
な
事
項

を
定
め
る
。

・�

議
長
は
、
議
会
が
保
有
し
て
い

る
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
簿
を
作

成
し
、
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

・�

議
会
の
保
有
す
る
自
己
を
本
人

と
す
る
保
有
個
人
情
報
の
開
示
、

訂
正
及
び
利
用
停
止
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

・�

議
会
の
職
員
で
あ
っ
た
者
等
が
、

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
個

人
の
秘
密
に
属
す
る
事
項
が
記

録
さ
れ
た
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

を
提
供
し
た
と
き
等
の
罰
則
に

つ
い
て
定
め
る
。

【
内
容
】

１�　
学
校
上
空
の
飛
行
を
禁
止
す

る
こ
と
。

２�　
普
天
間
第
二
小
学
校
内
の
土

壌
調
査
の
実
施
及
び
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

汚
染
特
定
箇
所
の
土
壌
の
入
れ

替
え
を
行
う
こ
と
。

３�　
普
天
間
基
地
周
辺
の
子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
空
・
水
・
土

の
安
全
を
保
障
す
る
こ
と
。

議
員
▼
国
、
県
に
ど
ん
な
少
子
化

の
抜
本
的
対
策
を
求
め
る
の
か
。

市
長
▼
全
国
市
長
会
を
通
し
て
、

「
学
校
給
食
費
」「
保
育
料
」「
子

ど
も
医
療
費
」
の
完
全
無
償
化
を

継
続
的
に
要
望
し
て
い
く
。

議
員
▼
少
子
化
の
主
な
原
因
は
、

未
婚
率
の
高
さ
と
言
わ
れ
て
お
り
、

女
性
の
社
会
進
出
と
若
者
の
所
得

の
低
下
に
よ
り
結
婚
し
な
い
、
で

き
な
い
若
者
が
増
え
て
い
る
。
特

に
労
働
者
派
遣
法
改
正
に
よ
る
非

正
規
雇
用
労
働
者
の
増
加
が
拍
車

を
か
け
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
低

所
得
の
若
者
へ
の
経
済
支
援
や
同

一
労
働
、
同
一
賃
金
に
す
る
法
律

改
正
を
国
に
要
望
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
見
解
を
問
う
。

市
長
▼
働
き
方
改
革
や
社
会
シ
ス

テ
ム
の
根
本
を
、
市
長
会
等
を
通

し
て
、
要
望
し
て
い
く
。

議
員
▼
持
続
可
能
な
医
療
体
制
の

具
体
的
施
策
を
問
う
。

市
長
▼
中
核
病
院
の
機
能
強
化
を

図
り
、
医
療
関
係
者
か
ら
広
く
情

報
を
収
集
し
、
市
内
へ
の
医
師
の

招
聘
を
目
指
す
。

議
員
▼
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
を
実
践

す
る
た
め
に
も
、映
画「
Dr.
コ
ト
ー

診
療
所
」
に
出
て
く
る
「
コ
ト
ー

先
生
」
の
よ
う
な
「
か
か
り
つ
け

医
」
が
身
近
に
い
れ
ば
、
あ
り
が

た
い
。
か
か
り
つ
け
医
制
度
の
定

着
に
つ
い
て
角
田
市
医
師
会
と
話

し
合
い
を
し
て
い
る
の
か
問
う
。

市
長
▼
国
で
も
積
極
的
に
推
進
し
、

検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
角

田
市
医
師
会
と
も
話
し
合
い
を
進

め
て
行
き
た
い
。

議
員
▼
阿
武
隈
急
行
線
存
続
の
た

め
、
独
自
の
支
援
策
を
問
う
。

市
長
▼
利
用
者
拡
大
の
た
め
、
学

校
行
事
の
運
賃
や
通
学
定
期
券
購

入
の
助
成
、
利
用
者
へ
の
ポ
イ
ン

ト
付
与
、
お
絵
か
き
ト
レ
イ
ン
の

事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

議
員
▼
存
続
の
た
め
、
各
種
施
策

を
実
施
し
て
い
る
が
、
成
果
が
な

か
な
か
出
て
こ
な
い
。
県
立
の
中

高
一
貫
校
や
公
立
の
日
本
語
学
校

の
誘
致
を
図
り
、
他
市
町
か
ら
の

通
学
生
の
増
加
を
図
る
こ
と
や
、

将
来
、
市
役
所
庁
舎
の
移
転
先
と

し
て
、
駅
周
辺
も
候
補
地
と
し
て

検
討
す
る
の
も
、
一
案
だ
と
思
う

が
、
見
解
を
問
う
。

市
長
▼
沿
線
自
治
体
で
協
議
し
な

が
ら
、
存
続
に
向
け
て
検
討
し
て

い
く
。

　
普
天
間
基
地
周
辺
の
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
空
・
水
・
土
の
安

全
の
保
障
を
求
め
る
意
見
書

　
普
天
間
飛
行
場
周
辺
の
学
校
上

空
飛
行
を
避
け
る
場
周
経
路
の
遵

守
、
土
壌
汚
染
の
対
応
に
つ
い
て

早
期
実
現
す
る
よ
う
、
衆
・
参
議

院
議
長
ほ
か
、
国
の
関
係
機
関
に

要
望
し
ま
し
た
。

会
派
代
表
質
問
と
は
、
会
派
に
所
属
す
る
議
員
が
、
会
派
を
代
表
し
て
行
う
質
問
の
こ
と
で
す
。
角
田
市
議

会
で
は
、
角
田
市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、「
施
政
方
針
（
市
長
の
市
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方

や
主
要
な
施
策
を
定
例
会
（
２
月
）
で
表
明
す
る
も
の
）」
と
「
市
長
の
所
信
表
明
」
に
対
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

会
派
一
心
　
星  

　  

隆  

悦

会
派
代
表
質
問

▲走れ！阿武隈急行（旧国鉄丸森線）

23 かくだ市議会だよりかくだ市議会だより 222号 222号



審議結果一覧
●賛成と反対がわかれたもの� ○…賛成　×…反対　－…退席又は欠席　　議長（渡邊　誠）は採決に加わらない。

提　
出　
者

議案
番号 件　　　　　名 審議結果

（賛成：反対）

会派一心 市民クラブ 日本共産党
角田市議団 志政クラブ 無会派

菊
地　
利
衛

小
湊　
　
毅

星　
　
隆
悦

戸
村
眞
喜
夫

星　
　
守
夫

小
島　
　
正

湯
村　
　
勇

日
下　
七
郎

八
島　
定
雄

堀
田　
孝
一

武
藤　
広
一

菅
野　
マ
ホ

馬
場　
道
晴

柄
目　
孝
治 

相
澤　
邦
戸

市　
　
長

議案
第３号 令和４年度角田市一般会計補正予算（第15号） 可決

（12：２） 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第７号 令和４年度角田市産業用地造成事業特別会計補正予算（第２号） 可決

（12：２） 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第23号 令和５年度角田市一般会計予算 可決

（12：２） 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第24号 令和５年度角田市国民健康保険事業特別会計予算 可決

（12：２） 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第25号 令和５年度角田市後期高齢者医療特別会計予算 可決

（12：２） 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案
第27号 令和５年度角田市産業用地造成事業特別会計予算 可決

（12：２） 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　
員

議会案
第１号 角田市議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 可決

（12：２） 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議会案
第２号

普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く空・水・土の安
全の保障を求める意見書の提出について

可決
（８：６） 〇 〇 〇 〇 × － × 〇 〇 × × × × 〇 〇

●全員が賛成したもの
提
出
者

議案
番号 件　　　　　名

市　
　
　
長

議案
第１号

専決処分の報告並びにその承認を求めることについて
（令和４年度角田市一般会計補正予算（第14号））

議案
第２号 東根財産区管理委員の選任について

議案
第４号

令和４年度角田市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第４号）

議案
第５号

令和４年度角田市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

議案
第６号 令和４年度角田市介護保険特別会計補正予算（第５号）

議案
第８号 令和４年度角田市水道事業会計補正予算（第６号）

議案
第９号 令和４年度角田市下水道事業会計補正予算（第５号）

議案
第10号 角田市学校施設整備基金条例の制定について

議案
第11号 角田市附属機関の設置等に関する条例の一部改正について

議案
第12号

職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例
の一部改正について

議案
第13号

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す
る条例の一部改正について

議案
第14号 角田市出産祝金支給条例の一部改正について

議案
第15号

角田市子どものための教育・保育に関する利用者負担額
を定める条例の一部改正について

議案
第16号

角田市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正について

議案
第17号

角田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正について

議案
第18号

角田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部改正について

議案
第19号 角田市子ども・子育て会議条例の一部改正について

提
出
者

議案
番号 件　　　　　名

市　
　
　
長

議案
第20号 角田市国民健康保険条例の一部改正について

議案
第21号 角田市交通安全指導員条例の一部改正について

議案
第22号 角田市道路占用料条例等の一部改正について

議案
第26号 令和５年度角田市介護保険特別会計予算

議案
第28号 令和５年度角田市東根財産区特別会計予算

議案
第29号 令和５年度角田市水道事業会計予算

議案
第30号 令和５年度角田市下水道事業会計予算

議案
第31号 和解について

議案
第32号

宮城県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体
の数の減少及び宮城県市町村職員退職手当組合規約の変
更について

議案
第33号

宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会を
共同で設置する地方公共団体の数の減少及び宮城県市町
村等非常勤職員公務災害補償等認定委員会共同設置規約
の変更について

議案
第34号

宮城県市町村等非常勤職員公務災害補償等審査会を共同
で設置する地方公共団体の数の減少及び宮城県市町村等
非常勤職員公務災害補償等審査会共同設置規約の変更に
ついて

議案
第35号 令和４年度角田市一般会計補正予算（第16号）

議案
第36号 令和５年度角田市一般会計補正予算（第１号）

諮問
第１号 人権擁護委員の候補者の推薦について

議案審議結果

　
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
歳
入
で
は
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
活
用
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
、

未
利
用
公
有
地
の
売
却
な
ど
に
よ
り
、
税
外

収
入
を
確
保
し
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を

進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
歳

出
で
は
、
第
２
子
以
降
の
子
育
て
世
帯
の
支

援
拡
充
、
企
業
誘
致
の
促
進
、
学
校
教
育
の

充
実
な
ど
、
第
６
次
長
期
総
合
計
画
に
基
づ

い
た
施
策
は
い
ず
れ
も
市
民
生
活
に
沿
っ
た

必
要
不
可
欠
な
予
算
で
あ
り
、
十
分
理
解
で

き
る
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

　
地
方
交
付
税
が
市
税
増
額
に
よ
り
前
年
度

と
比
較
し
て
減
額
し
て
い
る
。
地
方
財
政
計

画
の
一
般
行
政
経
費
分
を
基
準
財
政
需
要
額

に
算
定
し
て
い
な
い
た
め
、
７
月
の
本
算
定

で
は
地
方
交
付
税
が
増
額
（
上
乗
せ
）
と
な

る
は
ず
。
物
価
高
騰
に
よ
り
、
市
民
生
活
は

か
つ
て
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
農
家
・

商
店
等
へ
の
支
援
、
市
内
小
中
学
校
で
の
給

食
費
完
全
無
償
化
実
施
な
ど
、適
正
な
法
令・

条
例
で
な
い
議
決
に
よ
る
第
６
次
長
期
総
合

計
画
を
基
本
と
す
る
予
算
に
反
対
す
る
。

賛
成
討
論
………
…
湯
村
　
　
勇

反
対
討
論
………
…
日
下
　
七
郎

１
月
中
旬
か
ら
始
ま
っ
た
申
請
サ
ポ
ー

ト
の
状
況
と
、
新
た
に
始
ま
る
出
張
申

請
受
付
業
務
委
託
の
内
容
に
つ
い
て
問
う
。

地
元
に
根
ざ
し
た
郵
便
局
が
申
請
窓
口

に
な
っ
た
こ
と
と
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
ひ
と
月
半
で
７
９
２

件
の
申
請
が
あ
り
、
本
市
の
２
月
末
の
申
請

率
は
約
66
パ
ー
セ
ン
ト
、
交
付
率
は
約
57

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
な
お
、
市
内
郵
便
局

で
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
は
１
年
間
継
続
（
市
民

セ
ン
タ
ー
は
６
月
末
ま
で
）
す
る
。

　
ま
た
、
出
張
申
請
受
付
業
務
委
託
は
、
窓

口
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
を
対
象
に
、

委
託
業
者
が
市
内
の
事
業
所
や
企
業
を
訪
問

し
て
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

部
活
動
の
受
け
皿
と
な
る
地
域
ク
ラ
ブ

と
は
ど
の
よ
う
な
団
体
か
。

各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
連
携
が
図
れ
る

こ
と
と
、
指
導
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
事
業
と
相
乗
効
果
が
見
込
ま
れ
る
Ｋ
ス
ポ

の
指
定
管
理
者
を
検
討
し
て
い
る
。

問問 答答
学
校
が
要
望
す
れ
ば
、
部
活
動
全
種
目

に
対
応
可
能
な
の
か
。

令
和
５
年
度
は
３
分
の
１
程
度
の
種
目

の
移
行
を
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
３

カ
年
で
段
階
的
に
全
種
目
の
地
域
移
行
を
想

定
し
て
い
る
。

問答

討 論討 論
本会議での本会議での

予算審査特別委員会

令和５年度予算
令和５年度　各種会計予算総括表

（単位：千円）

会　計　区　分
令和5年度 令和4年度 比　　　較

金額 金額 増減額 増減率

一　般　会　計 13,497,000 13,830,000 ▲333,000 ▲2.4%

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険事業 3,500,077 3,472,091 27,986 0.8%

後 期 高 齢 者 医 療 404,117 389,781 14,336 3.7%

介 護 保 険 3,219,004 3,246,010 ▲27,006 ▲0.8%

産業用地造成事業 58,270 30,000 28,270 94.2%

東 根 財 産 区 495 495 0 0.0%

計 7,181,963 7,138,377 43,586 0.6%

企  

業  

会  

計

水道事業
収益的支出 1,085,038 948,145 136,893 14.4%

資本的支出 436,347 374,757 61,590 16.4%

下水道事業
収益的支出 969,727 957,678 12,049 1.3%

資本的支出 1,170,394 1,098,934 71,460 6.5%

計 3,661,506 3,379,514 281,992 8.3%

合　　　　　計 24,340,469 24,347,891 ▲7,422 0.0%

歳入
134億9,700万円

市税
35億4,908万円
（26.3%）

歳出
134億9,700万円

その他 1億5,470万円（1.1%）

寄附金
5億831万円
（3.8%）

繰入金
10億50万円
（7.4%）

諸収入
2億8,800万円（2.1%）

使用料等
2億1,577万円（1.7%）
地方譲与税

1億7,369万円（1.3%）
地方消費税交付金
7億2,000万円（5.3%）

地方交付税
38億8,769万円
（28.8%）

国庫支出金
14億8,882万円
（11.0%）

県支出金
8億4,434万円（6.3%）

市債 6億6,610万円（4.9%）

依存財源
79億3,534万円
（58.7%）

自主財源
55億6,166万円
（41.3%）

その他（労働費、予備費など）
5,483万円（0.4%）

議会費 1億6,703万円（1.2%）

総務費
22億2,491万円
（16.5%）

民生費
40億4,479万円
（30.0%）

衛生費
10億221万円
（7.4%）農林業費　6億4,882万円（4.8%）

商工費　2億9,853万円（2.2%）

土木費
18億4,392万円
（13.7%）

消防費
4億2,505万円
（3.1%）

教育費
13億6,207万円
（10.1%）

公債費
14億2,484万円
（10.6%）

〔 一 般 会 計 〕

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

サ
ポ
ー
ト
事
業（
番
号
法
対
応
事
業
）

学
校
と
地
域
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

部
活
動
改
革
（
社
会
教
育
推
進
事
業
）

総務費教育費

5 かくだ市議会だより 222号 4かくだ市議会だより 222号



一 般 質 問13人の議員が市政を問う

戸
　
村
　
眞
喜
夫

有
機
農
業
産
地
づ
く
り
推
進
事
業
（
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

議
員
▼
農
林
水
産
省
は
環
境

負
荷
低
減
に
向
け
た
「
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
」
で
２
０
５
０
年
ま
で
に

有
機
農
業
の
取
り
組
み
面
積

を
全
農
地
の
25
％
に
拡
大
す

る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。
そ

し
て
、「
有
機
農
業
産
地
づ

く
り
推
進
事
業
」
を
推
進
し
、

活
用
す
る
市
町
村
を
「
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
」
と
定

義
し
、
２
０
２
５
年
ま
で
に

１
０
０
市
町
村
に
展
開
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
同

事
業
は
堆
肥
の
活
用
支
援
な

ど
生
産
か
ら
、
小
売
店
ま
で

の
有
機
農
産
物
の
売
り
場
確

保
な
ど
販
売
ま
で
一
貫
し
た

体
制
の
構
築
を
支
援
し
て
い

る
。
今
後
、
角
田
市
の
資
源

循
環
型
農
業
を
よ
り
発
展
さ

せ
る
た
め
に
も
国
の
補
助
事

業
「
有
機
農
業
産
地
づ
く
り

推
進
事
業
（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
）」
を
活
用
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

市
長
▼
本
市
は
、
第
６
次
長

期
総
合
計
画
で
示
し
た
と
お

り
、
資
源
循
環
型
農
業
と
と

も
に
有
機
農
業
な
ど
の
環
境

負
荷
低
減
の
た
め
の
取
組
も

推
進
し
て
お
り
、
国
の
目
指

す
方
向
と
一
致
し
て
い
る
。

国
の
財
源
を
積
極
的
に
活
用

し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員
▼
有
機
農
業
を
推
進
す

る
に
は
、
農
協
組
織
と
の
協

調
体
制
が
欠
か
せ
な
い
と
思

う
が
、
話
し
合
い
は
行
っ
て

い
る
の
か
。

市
長
▼
関
係
各
所
と
の
さ
ら

な
る
連
携
が
大
切
に
な
る
。

特
に
農
協
は
、
生
産
指
導
や

出
荷
計
画
な
ど
の
部
分
で
重

要
で
あ
る
た
め
、
今
後
と
も

緊
密
な
相
談
等
を
継
続
し
て

い
く
。

地
区
振
興
協
議
会
の
地
区

計
画
の
見
直
し
と
新
計
画

づ
く
り
に
つ
い
て

議
員
▼
市
長
は
、
令
和
４
年

度
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
で
、

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
に
、
地
区
振
興

協
議
会
が
主
体
と
な
り
、
今

後
の
地
域
の
目
標
を
描
い
た

地
区
計
画
を
作
成
す
る
」
と

述
べ
て
い
る
。
地
区
計
画
の

作
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
問
う
。

市
長
▼
令
和
５
年
度
に
地
区

民
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
現
状
把
握
と
地
域
課
題
の

掘
り
起
こ
し
を
行
い
、
令
和

６
年
度
に
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
踏
ま
え
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、
地
区
計
画
を

ま
と
め
た
い
。

議
員
▼
作
成
に
あ
た
っ
て
、

市
役
所
職
員
の
支
援
体
制
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

市
長
▼
各
地
区
振
興
協
議
会

に
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
活
動
を
支
援
す
る
た
め

に
、
地
域
支
援
班
員
を
地
区

内
出
身
者
を
中
心
に
６
人
か

ら
８
人
配
置
し
て
い
る
が
、

今
年
度
か
ら
、
地
区
計
画
の

見
直
し
を
見
据
え
て
、
増
員

を
し
、
課
長
補
佐
級
の
職
員

の
配
置
、
必
要
で
あ
れ
ば
包

括
支
援
体
制
の
構
築
も
視
野

に
入
れ
、
保
健
師
や
社
会
福

祉
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
も
入

れ
て
い
く
。

　インターネットを利用したパソコン・ス
マートフォン・タブレット端末でライブ中継
がご覧になれます。
　また、インターネットによる録画中継の配
信も行っております。

http://www.kakuda-city.stream.jfit.co.jp

ライブ・録画配信を行っています

角田市議会　映像配信 検索

質
問
議
員

（
質
問
順
）

質　
問　
項　
目

頁

菅
野
　
マ
ホ

施
政
方
針
「
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
存
続
と
多
様
な
運
送

支
援
の
活
用
」
に
つ
い
て

所
信
表
明
「
教
育
の
充
実
：
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

の
導
入
」
に
つ
い
て

7

戸
村
眞
喜
夫

有
機
農
業
産
地
づ
く
り
推
進
事
業
（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ

レ
ッ
ジ
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

地
区
振
興
協
議
会
の
地
区
計
画
の
見
直
し
と
新
計
画
づ
く

り
に
つ
い
て

7

相
澤
　
邦
戸

台
山
公
園
内
に
あ
る
案
内
図
の
表
示
の
拡
充
と
公
園
内
に

あ
る
施
設
の
場
所
を
示
す
案
内
板
の
設
置
に
つ
い
て

8

武
藤
　
広
一

国
営
土
地
改
良
事
業
「
角
田
２
期
地
区
」
に
つ
い
て

8

堀
田
　
孝
一

持
続
可
能
な
消
防
団
体
制
に
つ
い
て

角
田
消
防
署
の
建
て
替
え
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
促
進
に
つ
い
て

9

湯
村
　
　
勇

角
田
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
計
画
に
つ
い
て

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
角
田
消
防
署
の
老
朽
化
に
つ
い
て

9

日
下
　
七
郎

政
府
・
角
田
市
に
対
し
て
の
畜
産
経
営
を
継
続
で
き
る
支

援
策
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
角
田
市
長
期
総
合
計
画
条
例
が
、
地
方
自
治
法
第
96
条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
の
「
議
決
す
べ
き
事
件
を
定

め
る
条
例
の
制
定
」
と
は
、
承
認
さ
れ
な
い
こ
と
に
つ

い
て

・
市
道
路
線
番
号
２
０
６
２　
大
和
橋
鳥
内
線
の
管
理
に

つ
い
て

・
島
石
公
園
（
位
置　
島
田
字
四
拾
刈
16

−

３
及
び
17
）

の
取
り
付
け
道
路
に
つ
い
て

10

１月〜３月 延べ 809人
インターネット録画中継視聴者数

　一般質問とは、角田市のさまざまな課題等について、市長や教育長などに対し、事務の執行状況や
将来の考えなどを質すことです。質問は一問一答で、議員１人につき30分以内（答弁時間は含めない）
で行われます。
　質問した議員ごとに要約してお知らせします。（その他の質問の要約は掲載されておりませんので、
録画中継の配信をご視聴ください。）

質
問
議
員

（
質
問
順
）

質　
問　
項　
目

頁

小
湊
　
　
毅

角
田
市
の
「
健
康
寿
命
」
と
「
終
活
」
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

10

星
　
　
守
夫

通
園
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

保
育
園
の
虐
待
行
為
に
つ
い
て

11

菊
地
　
利
衛

産
科
・
婦
人
科
病
院
の
設
立
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
角
田
市
の
活
性
化
に
つ
い
て

11

馬
場
　
道
晴

安
心
で
安
全
な
子
育
て
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

12

八
島
　
定
雄

市
営
住
宅
の
「
空
き
家
」
の
現
状
と
利
活
用
及
び
今
後
の

建
設
計
画
に
つ
い
て

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

12

柄
目
　
孝
治

民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
び
主
任
児
童
委
員
の
改
選
に
係

る
問
題
（
課
題
）
に
つ
い
て

13

インターネットライブ中継視聴者数 延べ 422人
第420回（令和５年２月）定例会

施
政
方
針
「
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
存
続

と
多
様
な
運
送
支
援
の
活
用
」
に
つ
い
て

議
員
▼
【
阿
武
隈
急
行
線
】

の
丸
森
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
白
石
駅

間
の
13
駅
を
（
槻
木
駅
で
）

乗
り
換
え
な
し
で
移
動
で
き

る
路
線
を
提
案
し
た
い
。
通

学
、
通
院
、
通
勤
、
観
光
、

買
物
等
が
便
利
に
な
り
、
仙

南
地
区
２
市
７
町
へ
新
た
な

経
済
圏
・
文
化
圏
が
創
出
さ

れ
る
。
沿
線
自
治
体
の
首
長

は
「
こ
の
案
で
〝
仙
南
は
ひ

と
つ
〟
の
考
え
が
共
有
で
き

る
」
と
い
う
。
国
土
交
通
省

の
「
地
域
公
共
交
通
再
構
築

事
業
」
の
交
付
金
を
利
用
し

て
、調
査・実
証
実
験
を
行
っ

て
は
ど
う
か
。

市
長
▼
実
現
す
れ
ば
仙
南
の

ま
ち
づ
く
り
に
大
い
に
貢
献

で
き
る
だ
ろ
う
と
思
う
。
経

営
が
厳
し
い
状
況
で
容
易
で

は
な
い
が
、
新
た
な
活
路
案

は
重
要
、
会
議
の
俎
上
に
の

せ
ら
れ
な
い
か
検
討
し
た
い
。

「
仙
南
は
ひ
と
つ
で
あ
る
」

の
考
え
は
、
大
変
心
強
く
有

難
い
。

議
員
▼
【
市
内
循
環
型
バ
ス

の
実
証
実
験
】
の
詳
細
を
問

う
。

市
長
▼
令
和
５
年
度
は
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
活
用
し
て
、

年
間
10
日
程
度
、
１
日
４
便

を
予
定
。
ル
ー
ト
は
、
阿
武

隈
急
行
線
角
田
駅
か
ら
市
内

の
主
要
施
設
を
経
由
し
て
道

の
駅
へ
。
試
行
運
転
中
は
無

料
、
本
格
運
行
後
は
有
料
化

を
考
え
て
い
る
。

議
員
▼
【
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
】
休
日
利
用
の
可
能
性

は
。

市
長
▼
要
望
が
多
い
こ
と
は

把
握
し
て
い
る
。
見
直
す
時

期
な
の
で
、
市
内
の
公
共
交

通
の
在
り
方
を
考
え
る
中
で
、

併
せ
て
検
討
し
た
い
。

議
員
▼
【
み
や
ぎ
県
南
中
核

病
院
通
院
等
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
事
業
】
の
利
用
者
か
ら

「
本
当
に
助
か
っ
て
い
る
」

と
、
感
謝
の
声
が
届
く
。
よ

り
利
用
し
易
く
す
る
た
め
に
、

①
登
録
・
更
新
方
法
の
簡
易

化
、
②
新
規
・
更
新
登
録
者

の
利
用
期
間
延
長
、
③
周
知

の
徹
底
、
を
要
望
す
る
。

市
長
▼
①
年
一
回
の
本
人
確

認
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今

後
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
登
録
や

自
動
更
新
を
検
討
す
る
。
②

通
院
者
以
外
の
有
効
期
間
を

３
カ
月
→
年
度
末
ま
で
に
調

整
中
。
③
知
ら
ず
に
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
な
い
こ
と
が
な

い
よ
う
に
さ
ら
に
力
を
尽
く

し
た
い
。

所
信
表
明
「
教
育
の
充
実 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
導
入
」
に
つ
い
て

議
員
▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
と
今
後

の
見
通
し
は
。

市
長
・
教
育
長
▼
学
校
運
営

協
議
会
を
設
置
し
た
学
校
で

あ
り
、
地
域
が
共
に
運
営
に

協
力
す
る
。
令
和
５
年
度
は
、

角
田
中
学
校
と
北
角
田
中
学

校
で
導
入
を
検
討
中
で
あ
る
。

菅
　
野
　
マ
　
ホ
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一 般 質 問13人の議員が市政を問う
議
員
▼
市
は
、
平
成
31
年
３

月
の
条
例
改
正
で
、
定
数
を

６
０
０
人
に
、
ま
た
、
団
員

の
定
年
延
長
を
行
っ
て
き
た

が
、
令
和
５
年
１
月
１
日
現

在
の
団
員
数
は
５
３
９
人
と

約
４
年
で
65
人
減
少
し
て
い

る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
に
消

防
団
員
を
確
保
し
て
い
く
の

か
問
う
。

市
長
▼
団
員
に
よ
る
勧
誘
の

ほ
か
、
令
和
４
年
度
は
仙
台

大
学
に
学
生
加
入
の
お
願
い

を
し
た
。
ま
た
、
女
性
消
防

団
員
の
募
集
や
独
自
の
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
す
る
な
ど
、
必

要
性
の
周
知
や
イ
メ
ー
ジ
の

向
上
に
努
め
、
団
員
の
確
保

に
努
め
て
い
る
。

議
員
▼
消
防
団
の
班
体
制
は

令
和
３
年
度
に
74
班
か
ら
64

班
に
変
更
さ
れ
、
現
在
60
班

（
令
和
５
年
１
月
１
日
時
点
）

だ
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
組

織
体
制
を
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長
▼
消
防
団
幹
部
を
対
象

に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
を
基
に
統
廃
合
を
行
い
、

現
体
制
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
団
員
が
少
な
く
活
動

に
支
障
が
生
じ
た
場
合
は
、

幹
部
会
議
で
検
討
し
、
班
の

統
合
等
を
行
い
た
い
。

議
員
▼
公
務
員
の
消
防
団
活

動
に
つ
い
て
、
地
域
防
災
の

推
進
と
、
防
災
行
政
の
観
点

か
ら
取
り
組
む
べ
き
と
考
え

る
が
。

市
長
▼
市
の
職
員
は
、
災
害

対
策
本
部
の
設
置
に
至
る
災

害
発
生
の
際
に
は
、
全
員
が

災
害
対
応
の
業
務
を
優
先
す

る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
職
員
か
ら
の
入
団
志

願
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
業

務
に
支
障
が
な
い
範
囲
で
承

認
す
る
。

議
員
▼
角
田
市
消
防
団
協
力

事
業
所
表
示
制
度
は
今
年
で

12
年
を
迎
え
る
。
第
４
１
０

回
定
例
会（
令
和
３
年
３
月
）

の
一
般
質
問
で
、「
長
年
の

協
力
に
対
し
て
礼
を
尽
く
す

べ
き
」
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、

「
御
功
績
に
対
し
顕
彰
、
御

礼
等
検
討
し
た
い
」
と
の
市

長
答
弁
で
あ
っ
た
。
検
討
内

容
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
▼
角
田
市
表
彰
条
例
施

行
規
則
に
基
づ
き
、
15
年
以

上
の
協
力
事
業
所
に
、
治
安

維
持
団
体
と
し
て
表
彰
す
る

こ
と
で
現
在
調
整
し
て
い
る
。

角
田
消
防
署
の
建
て
替
え

に
つ
い
て

議
員
▼
建
て
替
え
に
際
し
、

当
該
消
防
署
を
設
置
す
る
市

が
用
地
取
得
を
す
る
が
、
令

和
元
年
東
日
本
台
風
の
経
験

を
踏
ま
え
、
水
防
に
力
を
置

い
た
建
設
用
地
を
選
定
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

市
長
▼
現
在
の
場
所
は
、
手

狭
で
訓
練
の
実
施
に
制
限
が

あ
る
た
め
、
幹
線
道
路
に
隣

接
し
た
浸
水
被
害
の
極
力
少

な
い
場
所
に
検
討
し
て
い
る
。

議
員
▼
全
体
計
画
に
つ
い
て

問
う
。

市
長
▼
基
本
方
針
で
、
令
和

７
年
度
ま
で
に
着
工
を
目
指

し
て
お
り
、
遅
く
て
も
令
和

６
年
度
末
ま
で
に
、
用
地
選

定
、
用
地
取
得
後
、
上
下
水

道
も
含
め
た
造
成
工
事
を
行

う
。

堀
　
田
　
孝
　
一

持
続
可
能
な
消
防
団
体
制
に

つ
い
て

湯
　
村
　
　
　
勇

角
田
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
の
計
画
に
つ
い
て

議
員
▼
市
長
は
、
昨
年
６
月

に
２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸

化
炭
素
排
出
量
を
実
質
ゼ
ロ

に
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
を
目
指
す
こ
と
を
宣

言
し
た
。
そ
こ
で
、
地
域
型

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促

進
に
つ
い
て
考
え
を
問
う
。

市
長
▼
現
在
、
角
田
市
第
３

次
環
境
基
本
計
画
を
策
定
中

で
、
令
和
５
年
度
に
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
と
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
計
画

を
策
定
す
る
。
ま
た
、
本
市

の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
現

状
や
地
域
課
題
の
把
握
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
、
将
来

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
推

計
な
ど
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

議
員
▼
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
な

社
会
を
目
指
し
、
地
球
温
暖

化
対
策
、
災
害
対
応
、
ま
た
、

電
気
代
高
騰
に
係
る
事
業
支

援
と
し
て
、
地
域
マ
イ
ク
ロ

グ
リ
ッ
ド
（
※
１
）
の
構
築

を
実
現
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

市
長
▼
災
害
時
に
も
対
応
可

能
で
、
電
力
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う
た
め
二
酸

化
炭
素
排
出
量
の
削
減
に
も

な
り
、
有
効
な
手
段
で
あ
る
。

し
か
し
、
発
電
の
た
め
に
は

促
進
区
域
の
確
保
や
事
業
の

収
益
化
、
市
と
関
係
者
と
の

協
力
な
ど
の
課
題
解
決
が
必

要
で
あ
る
。
本
市
で
適
用
可

能
か
ど
う
か
、
今
後
、
調
査

研
究
を
進
め
て
い
く
。

（
※
１
）分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー

シ
ス
テ
ム
の
一
つ
。
平
常
時

に
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

効
率
よ
く
利
用
し
、
非
常
時

に
は
送
配
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

か
ら
独
立
し
、
地
域
内
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
自
足
を
行

う
送
配
電
の
仕
組
み

議
員
▼
電
気
料
高
騰
に
よ
り
、

地
域
企
業
か
ら
の
相
談
は
あ

る
か
。

市
長
▼
主
に
誘
致
企
業
と
の

情
報
交
換
の
中
で
、
補
助
電

源
と
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
設
備
を
、
施
設
の
内

外
で
設
置
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
る
企
業
が
あ
る
と
確

認
し
て
い
る
。

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

の
見
直
し
に
つ
い
て

議
員
▼
第
４
１
７
回
定
例
会

で
「
農
用
地
区
域
の
耕
作
放

棄
地
対
策
や
企
業
用
地
等
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
」
に
つ

い
て
一
般
質
問
を
し
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
を
問
う
。

市
長
▼
農
用
地
区
域
は
、
安

定
的
な
農
業
生
産
が
行
わ
れ

る
た
め
の
も
の
で
、
関
係
機

関
な
ど
と
調
整
し
、
慎
重
に

見
直
し
を
進
め
て
い
る
。
進

捗
状
況
は
、
確
認
作
業
な
ど

に
よ
り
、
令
和
５
年
度
に
策

定
す
る
こ
と
と
な
る
。
今
後
、

調
査
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、

４
月
か
ら
５
月
に
除
外
地
確

認
作
業
、
そ
の
後
図
面
を
作

成
し
、
７
月
に
は
角
田
市
農

業
振
興
地
域
整
備
促
進
協
議

会
を
開
催
す
る
な
ど
、
計
画

の
完
成
に
向
け
て
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
行
っ
て
い
く
。

議
員
▼
日
刊
建
設
新
聞
の

「
阿
武
隈
土
地
改
良　
統
合

排
水
機
場
を
設
計　
角
田
２

期
地
区
に
建
設
へ
」
と
の
見

出
し
の
記
事
に
は
、
統
合
排

水
機
場
は
毎
秒
30
～
40
立
方

メ
ー
ト
ル
の
排
水
能
力
を
計

画
と
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
新

設
す
る
排
水
機
場
の
排
水
能

力
や
構
造
・
規
模
等
を
問
う
。

市
長
▼
現
在
、
農
林
水
産
省

阿
武
隈
土
地
改
良
調
査
管
理

事
務
所
で
、
排
水
機
能
強
化

に
向
け
解
析
を
行
っ
て
い
る
。

詳
細
な
現
地
測
量
及
び
基
本

設
計
が
必
要
な
た
め
、
現
時

点
で
排
水
能
力
等
の
決
定
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

議
員
▼
記
事
に
は
、「
小
田

排
水
機
場
の
構
想
プ
ロ
ポ
」

と
言
う
見
出
し
で
掲
載
。「
新

設
を
計
画
し
て
い
る
小
田
排

水
機
場
と
、
改
修
を
計
画
し

て
い
る
堀
切
排
水
機
場
、
横

倉
堀
排
水
路
、
小
田
排
水
路
、

中
谷
地
排
水
路（
サ
イ
ホ
ン
）

に
つ
い
て
、
構
想
設
計
を
ま

と
め
る
」
と
あ
る
が
、
具
体

的
な
内
容
を
問
う
。

市
長
▼
小
田
排
水
機
場
及
び

堀
切
排
水
機
場
の
排
水
能
力

は
両
方
と
も
、
毎
秒
８
・
７

立
方
メ
ー
ト
ル
で
計
画
し
、

横
倉
堀
排
水
路
が
毎
秒
２
立

方
メ
ー
ト
ル
、
小
田
排
水
路

が
毎
秒
７
・
３
立
方
メ
ー
ト

ル
、
中
谷
地
排
水
路
（
サ
イ

ホ
ン
）
が
毎
秒
３
立
方
メ
ー

ト
ル
で
計
画
し
て
い
る
。

議
員
▼
江
尻
排
水
機
場
の
増

強
、
小
田
排
水
機
場
の
新
設

に
は
、
令
和
元
年
東
日
本
台

風
を
受
け
て
、
第
４
０
０
回

定
例
会
（
令
和
元
年
12
月
）

で
、
当
時
の
大
友
市
長
に
要

望
し
て
い
た
。
３
年
と
少
し

で
具
現
化
し
、
こ
れ
ま
で
の

努
力
に
感
謝
す
る
。
小
田
排

水
機
場
は
、
阿
武
隈
川
に
直

接
排
水
す
る
の
か
、
又
は
小

田
川
に
排
水
す
る
の
か
問
う
。

市
長
▼
今
後
、
詳
細
設
計
を

行
い
小
田
川
の
管
理
者
の
県

と
、
阿
武
隈
川
の
管
理
者
の

国
と
も
協
議
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
。

議
員
▼
概
算
の
総
事
業
費
は

未
定
だ
と
思
う
が
、
事
業
費

の
負
担
割
合
を
問
う
。

市
長
▼
国
営
総
合
農
地
防
災

事
業
の
負
担
割
合
は
、
国
が

66
・
６
％
、
県
が
30
％
、
市

が
３
・
４
％
で
、
防
災
関
連

事
業
の
た
め
地
元
負
担
は
な

い
。

議
員
▼
堀
切
排
水
機
場
の
改

修
に
よ
り
、
長
年
懸
案
で

あ
っ
た
丸
森
町
舘
矢
間
地
区

等
の
雨
水
が
、
市
街
地
に
流

れ
込
む
被
害
が
軽
減
さ
れ
る
。

阿
武
隈
川
の
流
域
治
水
の
観

点
か
ら
、
隈
東
地
区
の
丸
森

町
小
斎
か
ら
角
田
市
枝
野
地

区
へ
の
流
入
に
つ
い
て
要
望

等
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

市
長
▼
国
土
交
通
省
、
農
林

水
産
省
を
は
じ
め
関
係
機
関

で
組
織
さ
れ
る
流
域
治
水
の

会
議
で
、
排
水
対
策
の
検
討

を
要
望
し
て
い
る
。
事
業
化

に
向
け
て
、
更
に
関
係
機
関

と
連
携
し
要
望
活
動
を
行
う
。

武
　
藤
　
広
　
一

国
営
土
地
改
良
事
業
「
角
田

２
期
地
区
」
に
つ
い
て

台
山
公
園
内
に
あ
る
案
内
図
の
表
示
の
拡
充
と

公
園
内
に
あ
る
施
設
の
場
所
を
示
す
案
内
板
の

設
置
に
つ
い
て

議
員
▼
台
山
公
園
に
は
子
ど

も
広
場
、
角
田
ス
ペ
ー
ス
タ

ワ
ー
・
コ
ス
モ
ハ
ウ
ス
、
石

川
家
台
山
廟
、
平
和
之
塔
な

ど
様
々
な
場
所
や
施
設
が
あ

り
、
乳
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

多
く
の
市
民
が
活
用
し
て
い

る
。

　
台
山
公
園
の
管
理
棟
北
側

に
あ
る
案
内
図
に
は
、
石
川

家
廟
東
側
に
あ
る
３
つ
の
詩

碑
の
図
は
描
か
れ
て
い
る
が

名
称
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、「
角
田
の
歴
史
散
歩
」

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
台

山
公
園
に
あ
る
吉
野
臥
城
の

詩
碑
が
写
真
と
共
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
吉
野
臥
城
は
角

田
で
生
ま
れ
角
田
小
学
校
の

教
員
を
し
、
ま
た
、
詩
人
と

し
て
数
々
の
優
れ
た
作
品
を

残
し
て
い
る
。

　
非
戦
を
希
求
し
、
正
義
と

自
由
と
愛
を
求
め
た
詩
は
、

感
銘
し
た
多
く
の
人
々
の
要

望
で
昭
和
29
年
に
建
立
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
現
代
に
も

通
じ
る
内
容
で
あ
る
。
ぜ
ひ

公
園
内
の
案
内
図
に
も
名
称

を
明
記
し
て
ほ
し
い
が
所
見

を
問
う
。

市
長
▼
指
摘
の
と
お
り
、
建

立
さ
れ
て
い
る
吉
野
臥
城
詩

碑
な
ど
は
案
内
図
の
中
に
名

称
の
明
記
が
な
い
。
台
山
公

園
を
訪
れ
る
多
く
の
方
々
に

周
知
す
る
べ
き
と
考
え
て
お

り
、
検
討
し
て
い
く
。

議
員
▼
角
田
中
学
校
の
裏
側

に
あ
る
台
山
公
園
の
入
り
口

に
は
公
園
と
Ｈ
Ⅱ
ロ
ケ
ッ
ト

の
案
内
板
は
あ
る
が
石
川
家

廟
や
詩
碑
の
案
内
板
は
な
い
。

案
内
板
を
設
置
し
て
ほ
し
い

が
考
え
を
問
う
。

市
長
▼
指
摘
の
と
お
り
で
あ

る
。
石
川
家
廟
や
吉
野
臥
城

な
ど
の
詩
碑
を
含
め
て
、
台

山
公
園
全
体
の
案
内
や
表
示

は
必
要
で
あ
る
た
め
、
検
討

し
て
い
く
。

議
員
▼
「
大
河
原
教
育
事
務

所
管
内
の
偉
人
～
夢
を
も
ち
、

志
を
成
し
遂
げ
た
郷
土
の

人
々
～
」
と
い
う
志
教
育
参

考
資
料
集
が
あ
る
。
角
田
の

相
　
澤
　
邦
　
戸

偉
人
と
し
て
１
番
目
に
吉
野

臥
城
が
載
っ
て
い
る
。
角
田

市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
ど

の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る

の
か
問
う
。

教
育
長
▼
中
学
校
の
歴
史
の

授
業
、
小
学
校
の
社
会
科
に

お
け
る
郷
土
に
関
す
る
学
習

な
ど
、
各
学
校
の
判
断
に
よ

り
随
時
使
用
し
て
い
る
。

議
員
▼
資
料
で
学
び
、
吉
野

臥
城
の
詩
碑
は
台
山
公
園
に

あ
る
と
い
う
広
が
り
の
あ
る

導
き
を
願
う
。

▶�

詩
碑
に
は
次
の
詩
が
刻
ま
れ

て
い
る
。「
世
界
を
何
の
色
に

も
染
め
ず　

正
義
と
自
由
の

圏
を
ゑ
が
き
て　

愛
の
泉
の

つ
く
る
こ
と
な
く　

平
和
の

光
に
い
ろ
ど
ら
し
め
よ
」
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産
科
・
婦
人
科
病
院
の
設
立

に
つ
い
て

議
員
▼
角
田
市
第
６
次
長
期

総
合
計
画
に
「
市
内
へ
の
産

科
医
、
小
児
科
医
、
耳
鼻
科

医
の
招
聘
を
目
指
す
」
と

し
、
重
要
業
績
評
価
指
標
で

は
「
令
和
８
年
度
市
内
産
科

医
・
小
児
科
医
を
１
人
」
と

具
体
的
に
示
し
て
い
る
。「
地

域
か
ら
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
場
所
を
な
く
し
て
は
な
ら

な
い
」
こ
と
は
、
市
民
の
願

い
で
も
あ
る
。
令
和
８
年
度

の
具
現
化
に
向
け
て
の
進
捗

状
況
を
問
う
。

市
長
▼
現
在
、
市
内
の
医
師

や
東
北
医
科
薬
科
大
学
病
院

の
医
師
と
の
意
見
交
換
等
、

医
療
関
係
者
と
の
顔
つ
な
ぎ

や
情
報
収
集
の
段
階
で
あ
る
。

議
員
▼
招
聘
に
あ
た
り
、
何

が
壁
に
な
っ
て
い
る
か
。

市
長
▼
周
産
期
医
療
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
に
は
１
施

設
あ
た
り
医
師
５
人
が
必
要

に
な
る
こ
と
、
医
師
の
不
足
、

子
ど
も
の
数
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
に
よ
り
、
採
算
が
難

し
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

議
員
▼
令
和
８
年
度
の
実
現

に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

市
長
▼
具
体
的
な
道
筋
は
未

定
で
あ
る
。

議
員
▼
何
が
何
で
も
実
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。
ど
の
よ
う
な
形
態
で
招

聘
す
る
の
か
。
ま
た
、
中
核

病
院
と
の
関
係
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

市
長
▼
具
体
的
な
経
営
形
態

等
に
つ
い
て
検
討
す
る
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
中

核
病
院
に
は
機
能
強
化
と
し

て
、
周
産
期
医
療
の
再
開
を

要
請
し
て
い
く
。

議
員
▼
産
科
セ
ミ
オ
ー
プ
ン

シ
ス
テ
ム
（
例
：
通
常
の
診

療
は
市
内
産
科
病
院
で
行
い
、

分
娩
や
そ
の
他
特
殊
な
場
合

は
中
核
病
院
で
行
う
）
等
、

機
能
分
担
し
あ
う
方
法
で
あ

れ
ば
、
医
師
の
数
も
少
な
く

て
済
む
。
経
営
負
担
も
少
な

い
た
め
、
市
内
の
総
合
病
院

に
産
科
・
小
児
科
を
設
置
し

て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
▼
可
能
性
は
あ
る
と
考

え
る
。

議
員
▼
市
内
へ
産
科
医
・
小

児
科
医
を
招
聘
す
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
財
政
支
出
は
避
け

ら
れ
な
い
。
財
政
状
況
は
厳

し
い
が
、
優
先
順
位
を
上
げ
、

躊
躇
な
く
取
り
組
む
覚
悟
か
。

市
長
▼
そ
の
よ
う
な
覚
悟
で

い
る
。
優
先
順
位
は
最
上
位

で
あ
る
。

議
員
▼
医
師
を
招
聘
す
る
に

当
た
っ
て
、
土
地
や
建
物
取

得
の
際
の
優
遇
策
や
呼
び
水

に
な
る
作
戦
は
あ
る
の
か
。

市
長
▼
今
後
、
検
討
し
て
い

く
。

議
員
▼
地
政
学
的
に
角
田
市

と
同
じ
よ
う
な
環
境
に
あ
る

丸
森
町
と
共
同
で
運
動
し
た

方
が
良
い
と
思
う
が
、
計
画

は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
角
田

市
に
招
聘
す
る
と
言
う
意
味

で
、
本
市
主
導
で
丸
森
町
に

声
掛
け
し
て
進
め
て
ほ
し
い
。

市
長
▼
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
考
え
れ
ば
、
丸
森
町
に
限

ら
ず
近
隣
市
町
と
の
連
携
は

当
然
の
選
択
肢
で
あ
る
。
丸

森
町
に
声
掛
け
し
て
い
く
こ

と
に
つ
い
て
は
、
全
く
異
論

は
な
い
。

菊
　
地
　
利
　
衛

通
園
バ
ス
・
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
安
全
対
策
に
つ
い
て

議
員
▼
２
０
２
１
年
７
月
、

福
岡
県
中
間
市
の
保
育
園
で
、

５
歳
の
男
の
子
が
炎
天
下
の

送
迎
バ
ス
に
９
時
間
近
く
取

り
残
さ
れ
て
、
熱
中
症
で
死

亡
、
２
０
２
２
年
９
月
、
静

岡
県
牧
之
原
市
の
認
定
こ
ど

も
園
で
、
３
歳
の
女
の
子
が

駐
車
場
の
通
園
バ
ス
に
５
時

間
も
放
置
さ
れ
、
熱
中
症
で

死
亡
と
い
う
、
痛
ま
し
い
事

故
が
発
生
し
た
。
バ
ス
の
安

全
対
策
の
う
ち
、
乗
降
時
の

確
認
方
法
に
つ
い
て
問
う
。

教
育
長
▼
本
市
で
は
、
通
園

バ
ス
の
運
用
は
な
い
が
、
小

中
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で

は
、
登
校
時
は
学
校
に
到
着

後
に
、
下
校
時
は
最
終
乗
降

所
で
、
児
童
生
徒
が
下
車
し

た
後
に
忘
れ
物
も
含
め
て
ド

ラ
イ
バ
ー
が
全
て
の
シ
ー
ト

を
確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、

連
絡
な
く
児
童
生
徒
が
登
校

し
て
い
な
い
場
合
は
、
必
ず

学
校
か
ら
保
護
者
に
確
認
の

連
絡
を
し
て
い
る
。

議
員
▼
児
童
生
徒
が
下
車
後

に
車
内
の
目
視
確
認
を
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
低

学
年
の
児
童
が
バ
ス
の
後
方

で
寝
て
し
ま
い
、
確
認
が
漏

れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
の
で

は
な
い
か
。

教
育
長
▼
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目

視
確
認
の
徹
底
、
学
校
側
の

登
校
確
認
の
ほ
か
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
エ
ラ
ー
を
防
止
す
る
た

め
、
小
学
生
で
あ
れ
ば
ク
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
す
方
法
を

指
導
し
、
安
全
を
確
保
で
き

る
と
考
え
る
。

保
育
園
の
虐
待
行
為
に
つ

い
て

議
員
▼
２
０
２
２
年
12
月
４

日
、
静
岡
県
裾
野
市
の
私
立

認
定
保
育
園
の
保
育
士
３
人

が
、
園
児
を
宙
づ
り
に
し
た

り
、
バ
イ
ン
ダ
ー
で
頭
を
た

た
い
た
り
、
16
も
の
虐
待
行

為
を
行
い
逮
捕
さ
れ
た
事
件

が
発
生
し
た
。
本
市
の
現
状

と
対
策
を
問
う
。

市
長
▼
令
和
５
年
１
月
16
日

付
で
、
市
内
保
育
施
設
に
お

け
る
不
適
切
な
保
育
へ
の
対

応
等
に
つ
い
て
調
査
を
実
施

し
た
。
本
市
で
は
、
施
設
内

で
の
不
適
切
な
保
育
が
確
認

さ
れ
た
事
案
や
、
虐
待
が
疑

わ
し
い
事
案
と
し
て
保
護
者

な
ど
か
ら
市
へ
報
告
さ
れ
た

ケ
ー
ス
は
な
い
。

議
員
▼
虐
待
行
為
は
実
態
を

把
握
す
る
こ
と
が
非
常
に
難

し
い
こ
と
か
ら
、
虐
待
行
為

防
止
対
策
は
行
っ
て
い
る
の

か
。

市
長
▼
市
内
保
育
施
設
の
調

査
で
は
、
各
施
設
で
虐
待
防

止
手
引
き
の
整
備
、
セ
ル
フ

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
の
確
認
、

未
然
防
止
や
対
応
の
た
め
の

研
修
の
実
施
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
事
例
の
分
析
や
共
有
を

行
っ
て
い
る
。

星
　
　
　
守
　
夫

議
員
▼
コ
ロ
ナ
禍
が
よ
う
や

く
過
ぎ
去
ろ
う
と
し
て
い
る
。

「
健
康
寿
命
」
の
延
伸
を
考

え
た
場
合
、
家
に
引
き
籠
も

り
が
ち
で
あ
っ
た
方
が
外
に

出
て
、
様
々
な
方
と
触
れ
合

う
こ
と
が
日
常
化
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。

　
ご
近
所
な
ど
で
集
ま
り
、

楽
し
く
時
間
を
過
ご
す
。
そ

の
際
に
脳
ト
レ
・
体
操
・
手

芸
等
を
行
う
状
況
が
求
め
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長
▼
生
活
拠
点
に
近
い
場

所
で
の
日
常
を
取
り
戻
す
工

夫
と
し
て
、
健
康
事
業
を
意

識
す
る
活
動
に
取
り
組
む
こ

と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

今
後
、
こ
う
し
た
活
動
の
再

開
、
一
層
の
促
進
を
支
援
し

て
い
く
。

議
員
▼
角
田
市
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
員
に
よ
り
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
同
様
に
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
普
及
員
の
よ
う

な
形
で
健
康
寿
命
延
伸
の
た

め
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

を
指
導
し
て
く
れ
る
方
を
育

て
、
地
域
等
か
ら
の
要
請
に

応
じ
る
体
制
を
つ
く
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長
▼
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
推

進
員
や
Ｋ
ス
ポ
の
指
定
管
理

者
が
健
康
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野

も
担
っ
て
お
り
、
地
域
の
人

た
ち
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
講

師
派
遣
を
行
っ
て
い
る
。
特

に
２
月
か
ら
、
新
た
に
開
始

し
た
事
業
で
17
団
体
よ
り
予

約
を
受
け
付
け
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
今
後
、
要
望
も
増

え
て
い
く
も
の
と
予
想
し
て

い
る
。
健
康
な
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
の
普
及
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

普
及
を
し
て
い
く
中
で
使
い

勝
手
の
い
い
事
業
に
し
て
い

き
た
い
。

議
員
▼
「
終
活
」
に
つ
い
て
、

角
田
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

市
長
▼
高
齢
者
の
権
利
に
つ

い
て
は
出
前
学
級
の
講
座
の

メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
権
利
擁
護
講
演

会
の
中
で
は
、
遺
言
状
の
作

成
や
成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
触
れ
て
い
る
が
、
本
当
は

も
っ
と
前
倒
し
し
て
行
わ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
状
況
と
も

感
じ
て
い
る
。

議
員
▼
や
っ
て
お
い
た
ほ
う

が
い
い
と
多
く
の
方
が
認
識

し
て
い
る
と
思
う
が
、
何
を

す
れ
ば
い
い
の
か
、
何
か
ら

始
め
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
で
い
る
方
も
多
い
か
と

思
う
。
終
活
相
談
員
の
よ
う

な
形
で
相
談
・
指
導
し
て
く

れ
る
方
が
い
る
よ
う
な
体
制

を
つ
く
る
べ
き
な
の
で
は
な

い
か
。

市
長
▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
相
談
の
窓
口
で
あ
る
。

相
談
領
域
に
対
応
で
き
る
人

材
発
掘
・
育
成
を
含
め
て
検

討
し
、
し
っ
か
り
対
応
で
き

る
よ
う
な
体
制
を
作
っ
て
い

く
。
終
活
に
つ
い
て
き
ち
ん

と
正
面
か
ら
行
政
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
は
大
事
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
る
。

角
田
市
の「
健
康
寿
命
」と「
終

活
」
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

小
　
湊
　
　
　
毅

議
員
▼
政
府
に
対
し
、
畜
産

農
家
の
生
産
費
高
騰
に
係
る

支
援
を
求
め
る
た
め
、
市
内

の
畜
産
農
家
45
戸
（
酪
農
７

戸
、
肉
用
牛
（
肥
育
・
繁

殖
）
33
戸
、
養
豚
２
戸
、
養

鶏
（
鶏
卵
）
３
戸
）
を
訪
問

し
た
。
農
林
水
産
大
臣
あ
て

の
「
畜
産
経
営
を
継
続
す
る

た
め
の
緊
急
要
望
書
」
へ
の

署
名
を
お
願
い
の
際
に
現
状

を
伺
う
と
、「
飼
料
、
乾
草
、

生
産
資
材
、
光
熱
費
等
の
高

騰
で
、
生
産
費
の
上
昇
が
い

つ
ま
で
続
く
の
か
不
安
」「
養

鶏
農
家
で
は
、
飼
料
代
が
月

４
０
０
万
円
増
額
」「
酪
農

家
は
飼
料
代
の
支
払
い
が
生

乳
代
の
６
割
か
ら
７
割
」
と

の
こ
と
で
、
角
田
市
か
ら
酪

農
・
畜
産
農
家
が
消
え
か
ね

な
い
非
常
事
態
と
な
っ
て
い

る
。

　
以
上
の
現
状
か
ら
、
令
和

５
年
２
月
14
日
、
農
林
水
産

大
臣
あ
て
に
緊
急
要
望
書
を

提
出
し
た
。
一
刻
も
早
く
、

酪
農
家
・
畜
産
農
家
へ
の
実

効
性
あ
る
対
策
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
▼
令
和
４
年
９
月
に
、

国
や
県
の
高
騰
対
策
が
あ
っ

た
も
の
の
、
飼
料
価
格
は
高

止
ま
り
し
て
お
り
、
ま
だ
ま

だ
経
営
は
厳
し
い
と
の
声
が

生
産
者
の
方
々
か
ら
伺
っ
て

い
る
。
宮
城
県
市
長
会
な
ど

を
通
じ
て
、
政
府
に
現
状
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
実
効
的

な
支
援
を
求
め
て
い
く
。

議
員
▼
畜
産
経
営
を
継
続
で

き
る
よ
う
、
市
単
独
事
業
で

あ
る
再
度
の
畜
産
業
飼
料
価

格
高
騰
対
策
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
▼
令
和
４
年
度
に
当
該

事
業
で
畜
産
農
家
の
支
援
を

実
施
し
た
が
、
飼
料
費
は
高

止
ま
り
の
状
況
が
続
い
る
。

生
産
者
の
方
々
が
厳
し
い
経

営
を
続
け
て
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
、
支
援
に
係

る
財
源
は
非
常
に
大
き
い
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

調
査
を
改
め
て
行
い
、
国
・

県
に
対
し
て
、
さ
ら
な
る
支

援
策
を
要
望
し
て
い
く
と
と

も
に
、
市
で
も
活
用
で
き
る

財
源
を
探
す
な
ど
、
必
要
な

支
援
策
を
検
討
す
る
。

議
員
▼
新
年
度
も
地
方
創
生

交
付
金
１
兆
円
が
出
る
の
で
、

見
通
し
が
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
。

市
長
▼
正
確
な
情
報
が
な
い

た
め
、
調
査
等
を
進
め
な
が

ら
、
交
付
等
の
決
定
が
な
さ

れ
れ
ば
迅
速
に
対
応
で
き
る

よ
う
進
め
た
い
。

日
　
下
　
七
　
郎

政
府
・
角
田
市
に
対
し
て
の
畜
産
経
営
を
継

続
で
き
る
支
援
策
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
及
び
主
任
児
童
委
員

の
改
選
に
係
る
問
題
（
課
題
）
に
つ
い
て

議
員
▼
改
選
過
程
の
選
考
・

推
薦
作
業
に
お
い
て
、
行
政

区
長
や
現
民
生
委
員
の
方
々

が
苦
悩
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。
委
員
改
選
に
係
る
一

連
の
選
考
に
係
る
手
続
の
状

況
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
▼
候
補
者
の
推
薦
は
、

行
政
区
長
に
依
頼
し
て
い
る
。

　
委
員
の
活
動
は
、
課
題
の

多
さ
や
社
会
情
勢
の
変
化
に

よ
り
業
務
が
多
様
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
推
薦
は
非
常

に
苦
慮
し
た
と
い
う
意
見
を

直
接
聞
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
委
員
の
成
り
手
不

足
の
一
因
と
し
て
、
地
域
内

で
の
委
員
の
認
知
度
や
理
解

度
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
委

員
や
行
政
区
長
の
方
々
の
意

見
を
十
分
に
聞
き
、
負
担
軽

減
に
つ
な
が
る
改
善
策
を
図

る
な
ど
、
委
員
が
非
常
に
大

切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ

と
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た
上

で
、
選
考
・
推
薦
作
業
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

議
員
▼
行
政
区
長
と
現
民
生

委
員
の
方
々
に
、
推
薦
作
業

全
て
の
負
担
が
の
し
か
か
っ

て
い
る
の
で
は
と
疑
問
を
持

つ
が
ど
う
か
。

市
長
▼
議
員
の
指
摘
は
免
れ

な
い
、
非
常
に
じ
く
じ
た
る

思
い
で
あ
る
。
現
状
に
つ
い

て
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

議
員
▼
委
員
の
成
り
手
に
つ

い
て
、
福
祉
や
地
域
づ
く
り

に
対
す
る
理
解
者
が
適
任
者

と
考
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な

人
材
の
推
薦
を
粘
り
強
く

行
っ
て
い
る
行
政
区
長
や
委

員
の
方
々
の
負
担
が
大
き
す

ぎ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長
▼
孤
軍
奮
闘
さ
れ
て
い

る
の
が
行
政
区
長
や
委
員
の

方
々
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
地
区
か
ら
の
選
出

は
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

行
政
が
伴
走
し
な
が
ら
支
え

て
い
く
体
制
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

議
員
▼
現
状
と
し
て
、
問
題

や
課
題
は
地
域
内
（
現
場
）

で
解
決
・
決
着
し
な
け
れ
ば

な
ら
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
推

察
す
る
。
地
域
内
の
人
間
関

係
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
低
下
、
地
域
そ
の
も
の
が

徐
々
に
崩
壊
に
向
か
っ
て
し

ま
う
危
機
を
は
ら
ん
で
い
る

と
感
じ
て
い
る
が
、
考
え
を

問
う
。

市
長
▼
地
域
づ
く
り
や
地
域

の
再
生
に
注
力
を
し
て
、
行

政
が
し
っ
か
り
支
え
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。
地
域
の

課
題
解
決
に
地
道
に
注
力
を

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
る
。

柄
　
目
　
孝
　
治

議 
会 
日 

誌

１
月

24
日　
全
員
協
議
会

25
日　
会
派
代
表
者
会
議

２
月

１
日　

�

会
派
代
表
者
会
議
・
か
く
だ
市
議
会

だ
よ
り
２
２
１
号
発
行

６
日　
議
員
研
修
会

10
日　

�

第
４
２
０
回
定
例
会
招
集
告
示
・
会

派
代
表
者
会
議

14
日　
議
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委
員
会

17
日　
本
会
議（
第
１
日
）・会
派
代
表
者
会
議

21
日　

�

議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
だ
よ
り
編

集
会
議

28
日　

�

本
会
議
（
第
２
日
）・
予
算
審
査
特

別
委
員
会
（
第
１
日
）

３
月

２
日　
予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
第
２
日
）

３
日　
議
会
運
営
委
員
会

６
日　
総
務
産
業
常
任
員
会

７
日　

�

本
会
議
（
第
３
日
）・
予
算
審
査
特

別
委
員
会
（
第
３
日
）

９
日　

�

予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
第
４
日
）・

会
派
代
表
者
会
議

10
日　

�

予
算
審
査
特
別
委
員
会
（
第
５
日
）・

総
務
産
業
常
任
委
員
会

13
日　
本
会
議
（
第
４
日
）・
議
員
協
議
会

14
日　
本
会
議（
第
５
日
）・議
会
運
営
委
員
会

15
日　

�

本
会
議
（
第
６
日
）・
議
会
運
営
委

員
会
・
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

24
日　

�

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー
と
角
田
市
議

会
議
員
と
の
懇
談
会

４
月

14
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

🆀
�
　
「
質
疑
」
と
「
質
問
」、
同
じ
よ
う
に

見
え
る
け
ど
違
い
は
あ
る
の
？

🅰
�
　
ど
ち
ら
も
疑
問
点
を
聞
く
こ
と
で
は

同
じ
で
す
が
、
疑
問
点
を
聞
く
対
象
が

異
な
り
ま
す
。

　
「
質
疑
」
は
、
議
案
な
ど
の
議
題
に
つ

い
て
、
議
員
が
賛
成
・
反
対
の
態
度
決
定

が
で
き
る
よ
う
に
提
案
者
で
あ
る
市
長
等

に
疑
問
点
を
聞
く
こ
と
で
、
自
己
の
意
見

を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
「
質
問
」
は
、
市
政
全
般
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て
疑
問
点
を
聞
く
こ
と
で
、
本

会
議
の
「
一
般
質
問
」
の
ほ
か
、
角
田
市

議
会
で
は
、
市
長
の
施
政
方
針
（
２
月
定

例
会
）
や
所
信
表
明
に
対
し
会
派
を
代
表

し
て
行
う
「
会
派
代
表
質
問
」
が
こ
れ
に

当
た
り
ま
す
。
ま
た
、
質
疑
と
異
な
り
、

自
己
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

安
心
で
安
全
な
子
育
て
環
境

の
整
備
に
つ
い
て

議
員
▼
本
市
の
ゼ
ロ
歳
児
の

見
守
り
訪
問
事
業
の
展
開
に

つ
い
て
問
う
。

市
長
▼
産
婦
・
新
生
児
訪
問

指
導
事
業
の
ほ
か
、
こ
ん
に

ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
で
、

生
後
４
カ
月
ま
で
の
乳
児
が

い
る
全
て
の
家
庭
を
訪
問
し
、

不
安
・
悩
み
な
ど
の
傾
聴
や

子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
支
援
が
必
要
な
家
庭
に

は
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
い
で
い
る
。
今
後
、
乳
児

家
庭
の
孤
立
化
等
を
防
ぐ
た

め
、
先
進
地
で
実
施
し
て
い

る
事
業
を
参
考
に
、
支
援
体

制
を
整
備
し
た
い
。

議
員
▼
現
場
に
寄
り
添
う
伴

走
型
支
援
に
つ
い
て
、
人
材

の
育
成
や
確
保
の
体
制
整
備

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
▼
出
産
・
子
育
て
応
援

事
業
に
お
け
る
伴
走
型
相
談

支
援
の
体
制
は
、
母
子
保
健

係
の
保
健
師
や
子
育
て
世
代

包
括
支
援
員
等
の
専
門
職
を

配
置
し
、
子
育
て
世
帯
の

様
々
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
る
。

議
員
▼
見
守
り
訪
問
事
業
等

を
実
施
し
た
際
に
、
産
後
の

お
母
さ
ん
に
寄
り
添
っ
た

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
家
事

支
援
員
（
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
）

の
育
成
や
確
保
も
必
要
だ
。

家
事
支
援
員
等
の
資
格
取
得

の
た
め
、
支
援
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い

か
。

市
長
▼
家
事
支
援
員
の
育
成

や
確
保
は
必
要
で
あ
る
。
現

時
点
で
、
家
事
支
援
員
の
資

格
取
得
に
係
る
支
援
制
度
の

創
設
予
定
は
な
い
が
、
令
和

５
年
度
か
ら
、
育
児
支
援
が

必
要
な
世
帯
に
、
家
事
・
育

児
訪
問
支
援
員
を
派
遣
し
、

家
事
や
育
児
な
ど
の
援
助
を

行
う
子
育
て
世
帯
家
事
・
育

児
訪
問
支
援
事
業
を
実
施
す

る
。
指
定
事
業
所
に
委
託
し
、

ヘ
ル
パ
ー
等
の
資
格
を
有
し

て
い
る
方
々
が
支
援
に
当
た

る
こ
と
と
な
る
。

議
員
▼
様
々
な
形
態
の
子
ど

も
食
堂
の
整
備
や
運
営
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
備
し
、

積
極
的
に
子
ど
も
食
堂
の
整

備
を
進
め
る
べ
き
。

市
長
▼
支
援
団
体
を
含
め
た

関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に

し
、
整
備
に
向
け
て
積
極
的

に
検
討
し
た
い
。

議
員
▼
奨
学
金
の
代
理
返
還

制
度
を
導
入
す
る
地
域
の
企

業
に
対
す
る
支
援
制
度
を
創

設
し
、
学
生
・
企
業
・
地
域

社
会
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

は
大
変
有
意
義
と
考
え
る
が
。

市
長
▼
市
内
企
業
が
代
理
返

還
制
度
を
導
入
す
る
か
否
か

を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
ほ

か
、
支
援
内
容
や
予
算
規
模

の
調
査
が
必
要
と
な
る
。
返

還
制
度
の
周
知
を
図
り
、
導

入
状
況
を
把
握
し
、
制
度
化

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

議
員
▼
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や

ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
を

す
る
相
談
窓
口
や
家
事
支
援

体
制
の
整
備
が
必
要
で
は
。

市
長
▼
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
や

ダ
ブ
ル
ケ
ア
ラ
ー
の
家
庭
の

早
期
支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
、

相
談
窓
口
や
訪
問
支
援
事
業

の
周
知
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

馬
　
場
　
道
　
晴

議
員
▼
政
策
空
き
家
（
未
募

集
空
き
家
）
で
、今
谷
、山
崎
、

老
ケ
崎
、
中
島
上
、
東
町
住

宅
が
多
い
よ
う
だ
が
、
今
後
、

ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
考
え

な
の
か
。

市
長
▼
現
時
点
で
入
居
さ
れ

て
い
る
方
も
い
る
の
で
、
生

活
の
状
況
や
移
転
先
な
ど
を

考
慮
し
な
が
ら
移
転
の
相
談

を
進
め
、
空
き
家
と
な
っ
た

場
合
は
、
計
画
的
に
用
途
廃

止
し
、
解
体
撤
去
を
行
う
。

議
員
▼
令
和
５
年
度
に
「
関

ノ
内
住
宅
改
修
」
計
画
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
今
後
の
改
修

計
画
の
全
体
像
を
問
う
。

市
長
▼
関
ノ
内
住
宅
を
令
和

５
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
に

か
け
て
、
金
谷
住
宅
を
令
和

８
年
度
か
ら
令
和
９
年
度
に

か
け
て
改
修
を
行
う
。
水
上

住
宅
は
、
令
和
９
年
度
に
給

水
ポ
ン
プ
を
改
修
し
、
令
和

10
年
度
か
ら
令
和
13
年
度
に

か
け
て
住
宅
の
改
修
を
行
う

予
定
で
あ
る
。

　
改
修
内
容
は
、
屋
根
の
防

水
及
び
外
壁
塗
装
を
行
い
、

居
住
性
の
向
上
と
し
て
コ
ン

セ
ン
ト
の
増
設
と
電
気
容
量

の
増
加
に
対
す
る
電
気
設
備

の
改
修
も
併
せ
て
行
う
。
ま

た
、
安
全
性
の
確
保
で
、
２

階
窓
枠
の
鉄
製
手
す
り
の
改

修
も
行
う
計
画
で
あ
る
。

議
員
▼
関
ノ
内
住
宅
入
居
者

用
の
駐
車
場
が
不
足
し
て
い

る
。
今
後
の
対
策
を
問
う
。

市
長
▼
関
ノ
内
団
地
内
の
市

有
地
で
あ
る
空
き
地
を
活
用

し
て
駐
車
場
に
し
て
い
き
た

い
。

議
員
▼
今
後
の
建
設
・
建
て

替
え
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

市
長
▼
角
田
市
公
営
住
宅
等

長
寿
命
化
計
画
で
、
住
宅
団

地
を
集
約
し
、
中
島
上
住
宅

地
に
建
て
替
え
を
実
施
す
る

計
画
で
あ
る
が
、
今
後
の
人

口
動
態
、
住
宅
の
需
給
状
況
、

市
の
財
政
状
況
等
も
考
慮
し
、

計
画
の
見
直
し
を
含
め
、
建

て
替
え
の
規
模
や
時
期
な
ど

を
改
め
て
慎
重
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

議
員
▼
部
活
動
の
地
域
移
行

は
、
子
ど
も
、
教
職
員
、
保

護
者
の
声
を
十
分
聞
い
て
進

め
る
こ
と
が
大
切
と
思
う
が

ど
う
か
。

教
育
長
▼
令
和
４
年
度
は
、

子
ど
も
の
た
め
の
部
活
動
検

討
チ
ー
ム
を
組
織
し
、
検
討

を
重
ね
て
き
た
。
中
学
校
教

員
、
中
学
校
生
徒
・
保
護
者

向
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

当
事
者
、
関
係
者
の
考
え
を

十
分
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い

く
。

議
員
▼
「
人
格
の
完
成
」
に

値
す
る
豊
か
な
学
校
教
育
を

守
り
、
部
活
動
を
含
む
業
務

全
般
を
、
極
力
、
教
職
員
の

勤
務
時
間
内
に
収
め
る
取
り

組
み
が
大
切
と
思
う
が
ど
う

か
。

教
育
長
▼
部
活
動
の
種
目
に

よ
っ
て
、
そ
の
取
り
組
み
方

は
様
々
だ
が
、
子
ど
も
、
教

職
員
、
保
護
者
の
声
を
十
分

に
聞
き
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

八
　
島
　
定
　
雄

市
営
住
宅
の
「
空
き
家
」
の
現
状
と
利

活
用
及
び
今
後
の
建
設
計
画
に
つ
い
て

議
会
の
ギ
モ
ン

？
対　
　
象

意　
　
見

質　疑
議
案
な
ど
の
議
題
と

な
っ
て
い
る
も
の

で
き
な
い（
討

論
で
行
う
）

質　問
市
政
全
般
（
会
派
代

表
質
問
は
、
市
長
の

施
政
方
針
・
所
信
表

明
）

で
き
る
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６月定例会の予定
会期
６月９日（金）～６月27日（火）

本会議の日程（午前10時開会）

６月９日 提案理由の説明

20日 質疑・自由討議

23日 討論・表決・一般質問

26日 一般質問

27日 最終日

※日程は変更になる場合があります。

編 集 後 記
　ＷＢＣの優勝に、日本中が歓喜
しました。それを祝うかのように
観測史上最も早く桜が満開。マス
クを外して、久しぶりのお花見を
楽しんだ方も多かったのではない
でしょうか。コロナウイルス感染
症の長いトンネルから抜けて、一
気に春がやってきたようです。
　トンネルといえば、阿武隈急行
線。長い冬の間に利用者が減少し
経営を圧迫、「阿武隈急行線在り
方検討会」が始まりました。『乗っ
て守ろう。我らの“あぶきゅう”』。
時には車を置いて、春の阿武隈急
行に揺られてみませんか。
　議会だより編集会議

委員　菅野　マホ

議会だよりモニターとの懇談会を開催しました議会だよりモニターとの懇談会を開催しました
　３月24日、議会だよりモニター７名と議会だより編
集会議を担当する議員６名が集まり、懇談会が行われま
した。
　はじめに議員より、モニターアンケートで「議会の用
語が難しい」という意見が多くあったことから、用語や
議会のしくみの解説について掲載をはじめたことなど、
改善点について報告しました。
　懇談会では、モニターの方々より次のようなご意見を
いただきました。

□　�議会だよりは堅苦しいイメージがあるので、ページ
を開きたくなるように工夫してほしい。

□　�いつもワンパターンで全然変わっていない。
□　�モニターになってから真剣に読むようになったが、
多くの方が資源ごみになっていると思う。

□　�読みやすいことも大切だが、読んでみようと思う気
持ちにさせることが大事ではないか。

□　�議会を知る・知ってもらう工夫をする必要があると
思う。

　　このほかにも、たくさんのご意見をいただきました。

①２月号全体の編集・レイアウトについて、
　どのように感じましたか。
　■とても良かった　■良かった　■あまり良くない
　■良くない　■無回答

2人 6人 1人

②２月号では研修会や他議会との意見交換会の内容を
　紹介しましたが、記事は読みやすかったですか。
　■とても読みやすかった　■読みやすかった
　■あまり読みやすくなかった　■読みにくかった

詳細は市議会のホームページをご覧ください。

2人 6人 1人

議会だより第221号（２月号）
アンケート結果

　令和５年２月６日にトルコ南
東部とシリア北部で発生した大
規模な地震では、甚大な被害が
発生し、多くの方が犠牲となり
ました。
　角田市議会では、被災地での
救援・復興に役立ててもらうた
め、全会一致で救援金（10万円）
を送金することに決定しました。
全議員からの救援金は、３月
17日に日本赤十字社を通じて
送金しました。
　心からお悔やみとお見舞いを
申し上げるとともに、被災地の
一日も早い復興を願っておりま
す。

トルコ・シリア地震
救援金を送りました

～ 読みやすく・わかりやすい紙面づくりを目指して ～

いただきましたご意見を参考に、
今後の議会だよりの紙面構成の改善に

活かしてまいります。
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